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 GPS関連と セキュリティを設定する

 位置情報を設定する

 ［ 現在地情報とセキュリティ］ ▶ 各項目をON／OFF

無線ネットワークを使用 屋内や過密な場所など、GPS機能による位置情報の測定が困難な
ときに、アクセスポイント（無線LAN親機）のMACアドレスやその
電波強度などをもとに位置情報を測定するかどうかを設定

GPS機能を使用 通信衛星を利用した位置情報の測位を行うかどうかを設定

 遠隔制御ロックを設定する
■ IS06を紛失したときなどに、特定の電話からIS06へ電話をかけて着信を繰り返すことにより、
IS06を他人が使えないように画面ロックをかけることができます。事前に画面ロックの設定
（▶P.235）でパターン／PINコード／パスワードのいずれかを設定しておくことをおすすめ
します。

■ 画面ロックの設定（▶P.235）が「なし」の場合は、遠隔制御ロックをかけると、PINコード
「1234」でロックされます。

 ［現在地情報とセキュリティ］ ▶ ［ 遠隔制御ロック］
▶ 各項目を選択

遠隔制御ロック  遠隔制御ロックの有効／無効設定（チェックを入れると、「有効番号リスト」
～「着信回数」の設定ができます。）

有効番号リスト 電話番号を3件まで登録可
指定時間 最初の着信から「着信回数」で設定した回数の着信があるまでの制限時間を、

1～10分の間で設定
着信回数 遠隔制御ロックが起動するまでの着信の回数を、3～10回の間で設定

▶  ［メニュー］
▶  ［設定］
▶  ［システム］
▶
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■ 「デバイス管理者を選択」（▶P.236）で、「遠隔制御ロック」にチェックが入っていない場合は、
「遠隔制御ロック」をタップすると「デバイス管理者を有効にしますか？」画面が表示されます。
遠隔制御ロックの設定を行う場合は、「有効にする」をタップしてください。

■ 画面ロックが設定されている場合は、「遠隔制御ロック」をタップすると、ロック解除画面が表示
されます。パターン／PINコード／パスワードを入力してロックを解除してください。

登録した電話から遠隔制御ロックを実行する

「有効番号リスト」に登録した電話から、「指定時間」内に
「着信回数」、IS06に電話をかける
■ 発信者番号を通知して電話をかけてください。
■ IS06の電源が入っていない場合や、IS06がサービスエリア外にある場合や、「航空機モード」
（▶P.229）が「ON」に設定されている場合は、遠隔制御ロックを起動できません。また、電波
の弱い場所にIS06がある場合は、遠隔制御ロックを起動できない場合があります。

■ au ICカードが挿入されていない場合や、お客様のau ICカード以外のカードが挿入されている
場合は、遠隔制御ロックの起動ができません。

■ 着信回数のカウント中に次の操作を行うと、それまでにカウントした着信の回数がリセットさ
れます。
・ 「遠隔制御ロック」の設定を行った場合
・ 「データの初期化」を行った場合

■ 次の場合は、着信回数はカウントされません。
・ 非通知または通知不可能により発信者番号が通知されない場合
・ 話中転送またはフル転送により着信を転送した場合
・ 通話中の割込着信の場合

■ 着信回数は、登録してある電話番号ごとにカウントされます。
■ 遠隔制御ロック操作中にIS06で電話に出たり、着信拒否しても、その着信はカウントされます。
しかし、「着信/拒否設定」で着信拒否を設定した電話番号からの着信はカウントされません。

■ 遠隔制御ロック起動時、おかけになった電話にガイダンスは流れません。また、通話は自動的に
切断されます。
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遠隔制御ロックを解除する
■ 画面ロックを解除します（▶P.52「画面ロックの解除方法」）。画面ロックの設定が「なし」に
なっていたユーザーは、スライド解除後、1234を入力して［OK］をタップすると、遠隔制御ロッ
クが解除できます。

■ 安心ロックサービスを利用して遠隔制御ロックをかけた場合（▶下記）も、お手元にIS06が戻っ
てからIS06で画面ロックを解除してください。

   安心ロックサービスで遠隔制御ロックをかける
■ あらかじめ遠隔制御ロックの設定をしていない場合でも、お客さまセンターへ電話したり、
パソコンからのお手続きをすることで、遠隔制御ロックをかけることができます。ただし、「デバ
イス管理者を選択」（▶P.236）で「遠隔制御ロック」を有効にしておく必要があります（お買い
上げ時は無効に設定されています）。

■ 安心ロックサービスは、無料で利用できます。
■ 安心ロックサービスを初めてご利用になる際には、お申し込みが必要です（紛失後のお申し込み
でもご利用になれます）。

■ 遠隔制御ロックを解除したいときは、お手元にIS06が戻ってからIS06で画面ロックを解除し
てください。安心ロックサービスを利用しての解除はできません。

お客さまセンターに電話して遠隔制御ロックをかける
 【au電話から】　局番なし113（無料）
 【au以外の携帯電話、一般電話から】　  0077-7-113（無料）

■ 受付時間は、24時間です。
■ 音声ガイダンスに従ってお手続きをしてください。

auお客さまサポート（https://cs.kddi.com/）で
遠隔制御ロックをかける
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  画面ロックの設定をする

 ［現在地情報とセキュリティ］ ▶ ［  画面ロックの設定］
▶ ［パターン］／［PIN］／［パスワード］ 
▶ パターン／PINコード／パスワードを入力 ▶ ［次へ］
▶ もう一度パターン／PINコード／パスワードを入力
▶ ［OK］／［確認］
■ はじめて「パターン」によるロックを設定する場合、パターンロックの説明とパターン作成例が
画面に表示されます。［次へ］ ▶ ［次へ］で、パターンの入力画面に進んでください。

■ すでに画面ロックの設定が行われている場合は、「画面ロックの設定」の代わりに「画面ロックの
変更」が表示されます。「画面ロックの変更」をタップすると、ロック解除画面が表示されますの
で、パターン／PINコード／パスワードを入力してロックを解除してください。

なし 画面ロック時には、アイコンをスライドして解除（▶P.53「スライド解除」）
パターン 画面上の9点のうち、4点以上をつなぐ任意のパターンを登録
PIN 4桁以上17桁未満の任意の数値をPINコードとして登録
パスワード 4文字以上17文字未満の任意の半角英数字記号をパスワードとして登録

■ 「パターン」によるロックを設定すると、新たな設定項目「指の軌跡を線で表示」が表示されます。
■ 画面ロックの設定は定期的に変更することをおすすめします。

▶  ［メニュー］
▶  ［設定］
▶  ［システム］
▶
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 UIMカードロック設定

 ［現在地情報とセキュリティ］ ▶ ［UIMカードロック設定］ 
▶ 各項目を選択
UIMカードをロック 第三者による au ICカード（UIMカード）の無断使用を防止するために、

IS06の電源を入れるたびにPINコードの入力を必要とするかどうかを
設定

UIM PINの変更 UIM PINコードの変更

■ お買い上げ時のUIM PINコードは「1234」です。

パスワード

 ［現在地情報とセキュリティ］ ▶ 「 パスワードを表示」を
ON／OFF
パスワードを表示 パスワード入力時、正しく入力できたか確認できるように、入力直後の1文字

を入力欄に表示するかどうかを設定

 デバイス管理者

 ［現在地情報とセキュリティ］ ▶ ［ デバイス管理者を選択］ 
▶ ［遠隔制御ロック］ ▶ ［有効にする］／［無効にする］
■ 本項目を無効に設定すると、遠隔制御ロック（▶P.232）の設定が無効になります。遠隔制御
ロックの設定を再び有効にする場合は、本項目を有効に設定するだけでなく、「遠隔制御ロック」
内の「遠隔制御ロック」（▶P.232）にチェックを入れてください。

■ 本項目を無効に設定すると、「安心ロックサービス」（▶P.234）による遠隔制御ロックの設定
も利用できません。

▶  ［メニュー］
▶  ［設定］
▶  ［システム］
▶
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